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昨
年
九
月
三
十
日
に
起
工
し
、
工
事

を
進
め
て
き
ま
し
た
高
萩
市
民
セ
ン
タ

ー
が
、
春
日
町
二
丁
目
二
二
番
地
（
研

修
会
館
跡
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

完
成
さ
れ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
で
、
一

階
に
健
康
相
談
室
、
児
童
相
談
室
、
老

人
ク
ラ
ブ
室
、
面
接
室
（
二
室
）
、
二
階

に
会
議
室
（
二
室
）
、
相
談
室
（
二
室
）
、

三
階
に
は
、
大
、
小
会
議
室
、
そ
し
て
、

各
階
に
湯
わ
か
し
室
な
ど
が
備
え
ら
れ

て
あ
り
ま
す
。

総
床
面
積
は
、
七
四
三
・
八
七
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
総
事
業
費
は
、
約
一
億

健
康
相
談

『

）

他や

な
ど
多
目
的
に

三
千
六
百
二
十
八
万
円
で
、
う
ち
起
債

九
千
四
百
万
円
は
、
簡
易
保
険
・
郵
便

年
金
の
融
資
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
集
会
の
場
、
各
種
団
体
の
活

動
や
会
議
、
あ
る
い
は
、
各
種
の
相
談

（
心
配
ご
と
相
談
、
家
庭
児
童
相
談
、

健
康
相
談
な
ど
）
、
講
習
会
や
展
示
会

な
ど
多
目
的
に
利
用
の
で
き
る
施
設
と

し
て
建
設
き
れ
た
も
の
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
”
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
枢
の
場
と
し
て
、
大
い
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

…
和
室
の
老
人
ク
ラ
ブ
室

ｇ
窯
乳

－』
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‐
今
年
の
市
政

ｉ
モ
ニ
タ
ー
で
す

Ⅲ
市
で
は
、
今
年
も
二
十
人
の
市
政
モ

川
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

川
こ
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
昭
和
四
十

川

川
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

Ｉ
毎
年
二
十
人
の
か
た
を
委
嘱
し
、
明
る

川
く
住
み
よ
い
高
萩
市
を
築
き
あ
げ
る
た

川
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
何
を
考
え
ど

川
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
を
知

川
る
制
度
で
す
。

川
み
な
さ
ん
の
地
域
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

川
を
通
じ
、
力
を
合
わ
せ
て
住
み
よ
い
ま

Ⅲ
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
歩
ん
で
い
き
た

川
い
も
の
で
す
。

川
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
次
の
か
た
か
た

川
で
す
。
（
敬
称
略
）

Ⅲ
石
忠
（
春
日
町
）
、
岩
間
暉
亘
（
束

川
本
町
）
、
柿
原
賢
三
（
東
本
町
）
、
工

川
藤
君
江
（
有
明
町
）
、
宇
野
晴
雄
（
有

川
明
町
）
、
榎
並
み
さ
（
安
良
川
）
、
中

川
川
厚
子
（
安
良
川
）
、
吉
川
多
喜
子
（
安

瀞

;挙識……

4月28日開かれた第1回モニター会議



藍 認

…

錘

ケーションのコミ ユニ

ひろびろとした会議室
次
の
よ
う
な
手
続
き
を
し
て
か
ら
、
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
使
用
の
手
続
き
は

①
市
役
所
財
政
課
に
あ
る
使
用
許
可

申
請
吉
に
よ
り
申
し
込
み
、
使
用

許
可
を
受
け
て
か
ら
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
電
話
の
受

け
付
け
も
い
た
し
ま
す
が
、
仙
川

日
ま
で
に
は
、
か
な
ら
ず
所
定
の

手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

電
話
は
、
ｅ
一
二
二
内
線
二
九

六
で
す
。

②
仙
川
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で
で
す
。

○
使
用
料
は

①
仙
用
料
は
無
料
で
す
。

②
雌
必
用
灯
油
代
お
よ
び
勘
わ
か
し

用
ガ
ス
代
は
、
仙
川
符
の
負
川
と

市民ｾﾝﾀｰ平面図 《’3階
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な
り
ま
す
。

○
使
用
で
き
な
い
場
合

①
公
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

②
営
利
を
図
る
目
的
を
も
っ
て
催
し

も
の
な
ど
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る

‐
〆
‐
一
斗
二
皇
。

③
そ
の
ほ
か
管
理
上
支
障
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
セ
ン

タ
ー
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
使
用
上
の
注
意

①
使
用
し
た
あ
と
清
掃
を
し
、
管
理
人

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
施
設
お
よ
び
備
品
な
ど
を
故
意
に

破
批
し
た
り
、
滅
失
し
た
場
合
は
、

貼
悩
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
そ
の
ほ
か
、
管
理
人
の
脂
示
に
は

か
な
ら
ず
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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タ
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川
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
養
成
満
座
の
受
満

川
生
を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
弊

川
く
だ
さ
い
。

川
○
募
集
の
人
員
七
名

罎
州
○
対
象
者
五
十
歳
末
棚
て
消
費
者
問

容
川
題
に
関
心
の
あ
る
者
．

収
Ⅲ

エ
川
○
受
講
料
無
料

誇
州
○
申
し
込
み
方
法
希
望
者
は
、
は
が

内
川
き
に
住
所
、
氏
名
、
峨
業
、
年
齢
、

ｊ

Ⅲ
加
入
団
体
な
ど
を
記
入
し
、
五
月
三

※
州
十
一
日
ま
で
に
市
役
所
商
工
課
（
電

川
己
二
三
一
内
線
二
五
九
）
へ
お
申

Ⅲ
し
込
み
く
だ
さ
い
。

川
良
川
）
、
関
谷
久
子
（
石
滝
）
、
樋
口

川
幸
子
（
島
名
）
、
斉
藤
栄
治
（
島
名
）

Ⅲ
坂
本
喜
久
男
（
秋
山
）
、
大
森
慎
一
（
高

山
巳
、
鈴
木
誠
（
下
手
綱
）
、
小
田
中

川
昭
二
（
上
手
綱
）
、
常
葉
乙
女
（
上
手

川
棡
）
、
金
沢
国
雄
（
若
栗
）
、
山
形
万

川
理
（
横
川
）
、
金
沢
稔
（
中
戸
川
）
、

川
豊
田
守
（
上
君
田
）

州
県
政
モ
ニ
タ
ー
に

舟
生
さ
ん

川
策
に
対
す
る
意
兄
や
要
望
な
ど
を
提
言

川
し
ま
す
。

川
雌
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
川
生
性
紀
さ
ん

川
（
上
手
洲
七
Ⅱ
）
泄
話
⑤
五
二
二
二
で

Ⅲ
す
。

消
費
者
の

リ
ー
ダ
ー
を
募
集

県
政
モ
ニ
タ
ー

は
、
県
民
と
県
政

の
橘
渡
し
を
す
る

役
削
で
、
県
の
施

(3）



身体障害者療謹施設

､愛正園、がオープン

身
体
障
害
者
療
護
施
設
の
「
愛
正
閼
」

（
社
会
福
祉
法
人
）
か
、
昨
年
十
二
月

一
日
に
着
工
さ
れ
三
月
に
完
成
。
四
月

一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
高
萩
市
の
安
良
川
神

宮
司
に
あ
る
〃
老
人
い
こ
い
の
家
〃
の

北
側
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て
。
総
床
面
積

は
、
一
、
六
一
七
・
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
中
央
に
は
、
機
能
回
復
訓
練
室
が

あ
り
、
居
室
十
五
部
屋
が
両
側
に
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
定
貝
は
五
十
人
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
っ
て

寝
た
き
り
で
も
入
浴
が
で
き
る
特
別
浴

室
や
、
食
堂
の
ほ
か
廊
下
か
二
・
五
メ

定
員
は
別
人

ね
た
き
り
で
も
入
浴
が

両P

毎日行われている機能回復訓練

腓
・
』
や
“
ロ
ー
一
目
。
『
・
・
ロ
ー
手
：
。
寺
宇
邑
・

・
・
画
守
秘
ロ
。
ご
・
・
弓
』
・
ロ
ゴ
塁
、
』
叫
唱
さ
二
串
”
・
令
室
■
』
凸
昼
■

・
》
五
口
Ｆ
最
ロ
△
・
『
二
号
Ｊ
ロ
・
二
・
目
・
ヨ
ロ
マ

》
・
弓
ロ

口
邑
・
ニ
ロ
。
ま
ニ
ロ

一
呂
口
・
ヨ
ロ
“
・
『
『
ロ
ロ
。

ロ
ロ
ロ
臣

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て

本
市
の
市
税
条
例
等
の
一
部
が
改
正
に

な
り
ま
し
た
。
一
部
を
除
い
て
四
月
一

日
か
ら
施
行
と
な
り
、
主
な
改
正
は
次

の
と
お
り
で
す
。

仙
人
均
等
割
の
み
を
課
す
べ
き
者
に

係
る
均
等
割
の
非
課
税
基
准
の
基
礎
と

な
る
金
紙
が
州
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
九
万
川
か
ら
二
○
万
円
に

例
…
夫
婦
、
子
供
二
人
の
給
与
所
祥
者

の
楳
堆
世
幣
の
場
合

二
○
万
円
×
四
人
’
八
○
〃
円

五
十
六
年
中
の
所
得
金
額
が
標
準
世
補

の
場
合
、
八
○
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
均

等
割
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

所
得
割
に
つ
い
て
、
総
所
得
金
額
等

の
余
甑
が
二
七
万
に
家
族
数
（
本
人
、

控
除
対
象
乢
仙
者
、
扶
養
机
族
）
を
乗

じ
た
金
和
以
下
で
あ
る
者
に
所
得
制
を

猟
さ
な
い
と
い
う
非
課
税
拙
樅
が
、
五

十
七
年
度
に
お
い
て
も
塊
行
制
皮
（
二

七
万
円
×
家
族
数
）
に
一
定
紙
（
九
万

円
）
を
上
乗
せ
さ
せ
る
方
法
で
洲
続
さ

個
人
の
市
民
税

所
得
割
の
課
税

一
部
が

の
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合

九
万
円
の
加
算
は
控
対
配
偶
者
ま
た
は

扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
に
の
み
適
用

と
な
り
ま
す
。

例
：
．
夫
婦
、
子
供
二
人
の
給
与
所
得
者

の
標
準
世
帯
の
場
合

二
七
万
円
×
四
人
十
九
万
円
’
百
一

七
万
円

五
十
六
年
中
の
所
得
金
額
百
一
七
万
円

（
収
入
金
額
百
八
八
万
五
千
円
）
以
下

の
場
合
に
は
、
所
得
割
は
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。寡

夫
控
除
が
新
し
く
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
妻
と
死
別
し
、
ま
た
は
離
婚
し
た

者
で
、
そ
の
所
得
金
額
が
三
○
○
万
円

以
下
で
あ
り
、
老
年
者
に
該
当
し
な
い

も
の
が
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
相
当
額

（
二
九
万
円
）
以
下
の
所
得
の
子
を
有

す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寡
夫
控
除
二
一
万
円

土
地
等
に
係
る
縦
波
所
榔
の
長
期
、

知
期
の
区
分
を
譲
渡
の
あ
っ
た
年
の
一

月
一
日
に
お
い
て
所
有
期
間
が
一
○
年

壽
夫
控
除
が
新
設
に

土
地
譲
渡
所
得
の

課
税
の
特
例

←

壱一

に

を
超
え
る
か
否
か
に
よ
り
課
税
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
（
現
行
四
十
四
年
一
月

一
日
）
ま
た
、
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税

方
法
が
特
別
控
除
後
の
譲
渡
益
が
四
千

万
円
を
超
え
る
部
分
は
、
譲
渡
益
の
二

分
の
一
（
現
行
譲
渡
益
四
千
万
円
を
超

え
八
千
万
円
ま
で
の
部
分
の
二
分
の
一

と
讓
渡
益
八
千
万
円
を
超
え
る
部
分
の

四
分
の
三
と
の
合
計
額
）
を
総
合
課
税

し
た
場
合
の
上
積
税
額
に
よ
り
課
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
後
の
適
用
は
五
十
八
年
度
か

ら
と
な
り
ま
す
。

五
十
七
年
度
は
固
定
資
産
の
評
価
替

え
の
年
に
当
り
ま
す
が
、
土
地
に
つ
い

て
は
評
価
替
え
に
伴
う
税
負
仙
の
調
整

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
従
来
と
同
様
な

負
担
調
祭
措
置
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
負
担
調
整

率
の
き
ざ
み
方
が
従
来
三
段
階
で
あ
っ

た
も
の
か
、
宅
地
等
に
つ
い
て
は
五
段

階
、
農
地
に
つ
い
て
は
四
段
階
に
細
分

化
さ
れ
ま
し
た
。
（
別
表
）

こ
の
特
例
の
負
担
調
整
措
置
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
税
に
お
い
て
も
同
じ

く
行
わ
れ
ま
す
。

八土
地
に
係
る
五
十
七
年
腱
か
ら
五
十

九
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
固
定
資
産

悦
及
び
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
評

価
替
え
に
伴
う
税
負
担
の
調
整
を
図
る

蛍

宅
地
・
農
地
等
の

課
税
の
特
例

固
定
資
産
、

都
市
計
画
税
は

(4)



市職員の募集

○募集する職員の職種および人員

自動車運転手 1名男子

調理手 1名男子

○応募資格

（1） 昭和57年4月1日現在満30歳未満で日本
国籍を有する人

（2） 市内居住者

(3)、 自動車運転手については大型自動車第1

極免許取得者

○受験申込書受付

(1) '11込期間は、 5月10日から5月25日まで
（2） 履歴書、成績証明書、卒業証明苦各1通

を添付のうえ、 申込苦を提出してくださ

い◎

申込書の交付または、詳しいことは、高萩市役所

市長公室職員課(電話3-21 11内線230)へどうぞ。

》

ｌ
ト
ル
と
広
く
、
叩
椅
子
二
台
が
自
由

に
通
行
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

入
園
者
は
、
一
、
二
級
の
重
度
の
人

で
、
現
在
十
五
人
か
入
所
し
て
い
ま
す
。

青少年の非行防止は:蕊露蕊

:蕊青少年相談員にどうぞ
巾数育委員会では、次のとおり青少年

杣談貝を委嘱しました。背少年の非行防

止に、市趾のみなさんもご|捌力ください．

青少年相談員

灘

特別浴室
氏 名 住 戸

北村弾太郎春日町

ロ鈴木 ｜ |召彦 大和町
○正木勝美大和町

佐々 淵'{i 安良川

○'｣、 林亜信下手綱

山 口万寿美高萩

○沼釘辰三安良川

箕 l l l 悔之助安良川

柴 H1 杏高萩

柴田昌良石滝

鈴木 lIﾘ］ 夫下手綱

神長 L1I 之 上手綱

柴田 薫高戸

時崎 一島名

大高通幹島名
佐膝武夫上手綱

宇佐美 勉秋山

千葉清美秋山

山 u善行日立市消･ '

斉藤栄 7台 島名

氏 名

佐藤武夫上手綱

宇佐美 勉秋山

千葉清美秋山

山 u善行日立市消･川

空
で
Ⅱ
Ｉ

可

０
７
４
４
３
１
２
９
４
９
１
５
１
１
３
７
０
７
８
９

話
０
４
７
１
７
６
０
５
３
８
９
３
６
９
２
１
５
５
０
３

０
２
３
１
０
１
０
８
５
９
８
７
１
０
０
８
６
７
１
４

２
３
３
４
３
３
２
３
５
３
３
４
４
４
４
０
４
０
２
５

電

一

一一

一
一
一
一

一

一

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
３
２
２

７
０
７
８
９

１
５
５
０
３

８
６
７
１
４

０
４
０
２
５

３
２
３
２
２

(=A)

宅地等

た
め
、
新
評
価
額
の
五
十
六
年
庇
分
の

撫
税
標
雄
紬
に
対
す
る
上
昇
率
の
区
分

に
応
じ
て
定
め
る
（
表
Ａ
、
Ｂ
）
に
掲

げ
る
負
担
調
悠
率
を
前
年
度
の
税
額
に

~上昇率の区分、負担調整率

担
奎
１
２
３

行
負
罐
１
１
１

蚊 遣見

」二昇 率の区分

1．3倍以下のもの

1．3倍を超え

1－7倍以下のもの

1 ．7焙を超えるもの

ロ

Ｉ
Ⅱ

Ｊ
二

判
咋

欠

宅

４

１

１

１
１ r

上昇率の区分

1 ．31背以下のもの

1 ．3帖:を超え

1 ．5僻以下のも〃
1 ，5僻を超え

1.7倍以下のも'
1．7ｲ音を超え

1．9倍以下のも‘

1．9f,‘%:を超えるもの

５
５

１
１
２
２
３

１
１
１
１
１

農地

HII

斉藤栄 7台 島名

根本 昇島名
臼井 進高萩

沼 H’ 頁秋山

○川上 徹高萩

佐原美筏'子島名

弓野重春中戸川
大部亭克大能

頃田 猛高浜

大友一衛束本町

○大部保子高浜

松本孝也本町
○鈴木 ：が枝束本町

佐 l漆 弘高浜

塩 拙i 束本町．

○大 ｜プ､」 肖二代司有明

佐膝たみ子有明

大森倫子高戸

樫村幸一下手綱

田村 裕亦浜

弓野春実下手綱

広木浩二若栗

大高さ わ上手綱

神長安吉上手糸岡

；鈴木 栄赤浜

藤田 四郎油安良川

宮旧清正本町

○和知澄男高萩

栓本 基一ド君田

○豊田 守上君田

○山形 一横 」 | ’

| HII

故 正 現 ('』

負扣初
沸く躯

ｏ
４
Ｈ

ｆ
Ｊ'二昇率の区分 1二昇率の区分

,洲蜷浮豆

岸

乗
じ
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
負
川
を
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務

求
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
算
式
は
課
（
電
ｅ
二
一
二
内
線
二
二
～
二

表
Ｂ
の
と
お
り
。
一
五
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
地
方
税
法
の
一
部
改
正
や
税
－
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ

15倍以下のもの

15倍を超え
1 ．3倍以下のもの

3ｲ音を超え
1 ．5倍以下のもの

51 ' 1:を超えるもの

１
１
１
１

15倍以下のもの

15倍を超え

1．3倍以下のもの

3倍を超えるもの

５
５

０
１
１
２

１
１
１
１

１
１
１

５０
１
２

１
１
１

２
７
１
０
３

０
４
７
６
０

２
０
４
７
３

０
４
５
２
５

３
２
２
２
３

（表B)
「上昇率」の算式

昭和57年度分の評価額

囎細鮒T燭鋤諦標“=上烈率議駕腎W負担
固定資産税、都市計画税の算定方法（土地）

‘卿'師罐"圏網棚=H鯏鮒繧畷課桝票"WWX負担洲驚璽蕊擶I器

４
１
７
７
１

３
２
１
４
２

９
７
７
７
８

０
０
１
２
４

８
８
３
２
２

７
８
１
８
２
１
５
４
１
８
２
３
３
７
０
３
２
２
２
５

４
１
６
１
４
６
４
９
３
９
０
６
６
２
３
８
０
１
３
０

１
１
０
９
５
３
２
９
４
５
０
７
２
０
４
４
４
４
３
５

３
２
２
３
２
２
１
１
２
３
０
３
５
０
２
３
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
３
３
２
２
８
２
２
３
２
３
８
８
８
８

市政懇談会を

開いてみませんか
みなさんの地域や、各種団体なと，で市政懇談会を希

1 望するかたは、ご連絡ください。

日どりなどは、 ｜捌識のうえ決定します。

｜ 懇談会の連絡先は、市長公室市民活動課広報広聴係

’ （電話③2111内線235)です。
持別青少年相談員深谷誠一大和町C)5156

髪○は、新しい相談員です。
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一

希Z 出
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
二
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
す
。

Ⅱ

薦
脚
塞
惑
一

議
子
校
韓
澱
睦
年

Ⅷ
運
動
部
と
向
方
所
属
し
て
い
る
人
も
お

川
り
、
大
部
分
の
生
徒
が
合
唱
団
員
と
し
て

川
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
合
唱
は
松
岡

川
中
の
特
色
な
の
で
、
先
生
も
生
徒
も
合

川
唱
を
蝋
り
あ
げ
る
た
め
に
一
生
懸
命
で

丑
一

三

一三一

三

三
三
一
三
三
三

三

三

三

三

三

一
三
三
三

一
三
三
二

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

二

三

三

、‐

繰
酔
》
酔
醗
蕊
“
栽
勢
鰄
鶴
＃
蘇
癖
愈
謡
戦
瀞
》
瀞
鯵
望
■

「
献
血
を
始
め
た
の
は
、
自
》》

分
で
い
つ
事
故
が
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
し
、
社
会
奉
仕
の
つ

始
め
て
の
校
歌
合
唱

’
；

三
隼

て
下
さ
い
ま
し
た
。
初
め
は
、
パ
ー
ト

に
分
か
れ
て
欣
う
こ
と
に
仙
れ
な
い
た

怪
歌
合
唱

め
、
元
の
旋
律
の
方
が
い
い
と
い
う
人

も
い
た
の
で
す
が
、
練
習
を
重
ね
る
に

‐
鈴
木
惠

し
た
が
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
合
唱
ら
し
く

私
達
の
学
校
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の

は
、
運
動
部
の
ほ
校
歌
の
イ
メ
ー
》
ン
か
ら
、
さ
ら
に
舞俳

か
に
合
唱
団
が
あ
く
口
唱
と
し
て
の
校
歌
の
す
ば
ら
し
》
秘

り
ま
す
。
生
徒
数
さ
か
わ
か
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
恥
螺

、
作
咋
碗

が
少
な
い
の
で
、
行
事
で
の
校
歌
合
唱
を
待
ち
わ
び
‐
Ｉ

し
て
い
る
人
も
お
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

確

勾
合
唱
団
員
と
し
て
三
月
に
行
わ
れ
た
卒
業
式
で
は
、
・
牧松

こ
の
合
唱
は
松
岡
大
き
な
行
事
の
中
で
、
始
め
て
校
『
唇ギ

先
生
も
生
徒
も
合
歌
合
唱
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
私
達
副

め
に
一
生
懸
命
で
は
力
い
っ
ぱ
い
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
梱
一

積極的に献血参加

石孔稀さん

一劉但罰鍾識芦崎坤怖……岬州鼎耐感感鐸鐸篝

琴

画声 た
め
に
、
棡
曲
し

ま
た
、
入
学
式
で

も
校
欣
合
唱
は
、

新
人
生
や
父
兄
の

方
に
大
き
な
感
動

を
与
え
る
こ
と
か

で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
も
っ

と
練
習
し
て
、
さ

ら
に
す
ば
ら
し
い

校
歌
合
咄
に
な
る

よ
、
７
が
ん
は
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。身障者など招き

舞踊ご招待会

当

戸
へ
一

等

一

Ｆ
一

↑
Ｉ
向
一
声
‐
一
《

召
到
訓
訓
一
Ⅵ
〕

歩
」
《
Ｐ
・

ロ
・

一
二

７

１

℃

・

・

‐

‐

・

一
唖

－
１

－
４

三F＝ヨ

ニ芸一二1

逹
脅、

"

私たちの日ごろの純門を見てください－

と、高裁日舞会（代炎)､}たまさん）では、 4

川21日老人いこいの家で、 ひとり暮らしのお

年寄|)や体の不自由な人約80人を招き､郷伽

ご招待会を行いました。

日舞会は、ほとんどがお年寄')ですが、化

粧もあざやかに若変えり、熱演していました。

この催しは、今年で､51回旧とか｡

互
国
ｄ
で

ひ
と

吟 単･ っ 御

hd b, r胃 等

齢 <
吾q 凸

牙 や うエ， r言っ 為

ll l ll ll lIⅡl l IⅡ l l II ll ll l ll l l l l Ⅲl l lⅡ 1 1 1H l Ⅱ ' 1 ⅡⅡ Ⅱ l l II I l l l lⅡl I1 1 ⅡⅡ il l l I

「
最
近
、
若
い
人
は
、
郁
会
志
向
増
や
し
、
採
算
が

。
Ｋ
に

叩
か
多
く
、
東
京
な
ど
に
あ
こ
が
と
れ
る
よ
う
な
離

れ
る
が
、
私
は
、
こ
の
高
蔽
が
一
営
を
す
る
こ
と
に

番
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
ぜ
と
語
夢
を
持
っ
て
い
る
。

る
小
堀
悦
男
さ
ん
（
四
「
大

歌
へ
ん

戒
）
Ｉ
烏
名

て
う
つ
い

略
歳
の
時
、
父
を

亡
く
し
、
〃
自
分
が
い
る

つ
お

や
ら
な
け
れ
ば
〃
と
杣
淡

も
を

強
く
胤
覚
し
、
が
ん
き
ま

を
舂
ま

ば
っ
て
い
る
。
農
業

茜
一
一
胃
ん
（
‐

経
営
に
胸
を
ふ
く
ら

へ
ん

業
の
世
界
に
入
り

ま
せ
、
県
立
水
戸
農

す
る
と
同
時
に
、
農

（
》

圭
局
等
学
校
を
卒
業

蕊蕊簿溌騒熱蕊察

謹譲蕊蕊蕊蕊灘溌棒渉

’学 集 し ､

現
在
、
肥
行
牛

を
二
○
頭
飼

っ
て
い
る
。

将
来
は
、

九

○
○
頭
以
上
に

4月14日、中央公民館で市政を学ぶ婦人の

集いが開かれました｡婦人が､市政全般にわた

って理解と認識を深めることを目的として開

かれ、各椰婦人l立|体のメンバー60人が参加。

活発な意見かとびあっていました。

大きな

で
す
。
お
じ
い
さ
ん

は
、
動
物
を
本
当
に

愛
し
て
い
ま
す
か
，
＆

と
蚊
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

若
者
が
、
大
き
な
夢
を
持
っ
て

青
春
を
ぶ
つ
け
、
夢
に
向
っ
て
進

ん
で
い
く
姿
ほ
ど
、
美
し
い
も
の

は
な
い
。

鍔

身
近
か
に
牛
に

つ
い
て
の
指
導
者
が

い
る
の
で
、
何
で
も

州
淡
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
指
導
者
と

は
、
私
の
お
じ
い
さ

ん
（
小
堀
捨
吉
さ
ん
）
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巨

陣

脾

咋

些

ズー命･ア空ア …

〈映画会＞

とき 5月15日(土）

午後1時30分、 5時30分の2[

◇飛鳥へそしてまだ見ぬ子へ

不屈の意志でガンと戦い､最後の妓後

まで医者として生きぬいた､若き内科医

が､昭和54年1月志を半ばにしてこの世

を去った。すぐすぐ育ちゆく長女飛鳥

と､執念の子ともいえる妻の宿した、 ま

だ見ぬ我が子へ ．

原作井村fⅡ浦

跣督木下完

も
り
で
続
け
て
る
ん
で
す
ぜ
と

語
る
石
孔
稀
さ
ん
（
六
十
一
歳
）

Ｉ
有
明
町
。

石
さ
ん
は
、
毎
年
三
回
の
街

頭
献
血
に
協
力
。
す
で
に
十
四

回
採
血
し
て
い
る
。

「
息
子
た
ち
も
自
動
車
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
も
し
も
の

と
き
に
心
配
。
妻
も
積
極
的
に

献
血
し
て
る
ん
て
す
よ
。
血
圧

測
定
な
ど
同
時
に
で
き
る
し

定
期
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に

も
な
る
し
。
一
打
二
鳥
だ
れ
ご

と
、
健
康
管
理
に
は
気
を
つ
け

き
て
く
れ
る
の
で
、
助
か
り
ま

す
わ
凶
と
、
次
回
の
街
蚊
献
血

が
待
ち
ど
お
し
い
と
か
．
、

十
Ｍ
献
川
し
た
い
で
す
ね
。
昔

イ
』
い
ワ
旬

では

汽
卓
で
水
戸
巾
の
Ⅱ
亦
ま

灯
っ
た
も
ん
で
す
よ
。
今
は

V

i
5時30分の2回I

ヨー

ノ､

肌
雌
ま
で
に
は

！

憩串鋸韓誹
難
、

擁
韓

融
や

噂
吟

’ ４
月
肥
日
、
下
手
棚
に
あ
る
丹
生
神

社
境
内
で
、
地
元
関
係
者
約
一
○
○
人

が
参
加
し
〃
さ
さ
ら
〃
が
公
開
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
〃
さ
さ
ら
〃
は
、
松
岡
城
主
で

下
手
綱
丹
生
さ
さ
ら
復
活

初
の
公
開

｜ﾋｲ|]|Hil l l
l↓1- 0 Ⅱ牙 』

出演名高達郎・竹

也・北村*|]夫

1ﾏ号
l 〆』＝、

ヤコ蝶々は力

’
ー

あ
っ
た
中
山
家
の
氏
神
で
あ
る
丹
生
神

社
に
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
も
の
で

一
般
の
さ
さ
ら
と
は
こ
と
な
り
、
棒
の

先
に
獅
子
頭
を
つ
け
、
周
囲
に
幕
を
ま

わ
し
た
屋
台
の
中
て
棒
を
ふ
っ
て
さ
さ

ら
舞
を
す
る
も
の
で
、
〃
棒
さ
さ
ら
〃

と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
も
稀
少
な
も
の

で
す
。昨

年
Ⅱ
月
、
地
元
氏
子
、
青
年
会
議

所
を
中
心
に
「
丹
生
さ
さ
ら
復
活
実
行

に
「
丹
生
さ
さ
ら
復
活
実
行

委
員
会
（
会
長
花
園
教
之
ざ

ん
）
」
を
結
成
し
、
卵
数
年

ぶ
り
の
復
活
を
目
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
で
、
今
回

の
川
子
蝋
、
台
枠
、
衣
裳
な

で
一
応
の
形
が
で
き
た
た
め
、

神
社
の
祭
礼
に
あ
わ
せ
、
地

元
の
人
達
へ
の
公
開
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

現
在
、
地
元
の
青
年
を
中

心
に
、
怖
の
純
科
に
励
む
な

ど
、
完
全
復
活
を
目
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇ビアンカの大冒険（日本語版）

テ･イズニー巌新の長附アニメ、 ネズ

ミのビアンカが大活躍.／

’
硬式テニス教室

うまくなりました

さる41113日から23日まで、高萩

テニスコー|､で、硬式テニス教室が

|州かれました｡参加したのは36人で、

ほとんでが主婦で初心者ばかり。高

萩テニス協会員の指導で、蛙礎から

かんたんなケームまでを学びました。

蔦

》ｰ

醗
篝
蕊

プレイカ・イド＝田所書店、仲屋書店

市文化会館

お問い合わせは、高萩市文化会館

TELO2932(3)7411までとゞうぞ。 I
…識 小

滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場

き
れ
い
に
整
備

花
貫
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
駐
車
場

な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事

は
、
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
整
備
事

業
で
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
３
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

-鋤、 贈 ﾆゴ

関
口
公
民
館
が
完
成

上
手
綱
の
関
口
公
民
館
が
断
し
く
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
は
、
開
口
ち
び

っ
こ
広
場
で
、
木
造
平
屋
建
て
の
建
築

面
積
は
１
２
５
平
方
メ
ー
ト
ル
。

識
’芦

…

蟻

…
灘

鴬
耀職i鯵 、麺罵駕

塞耕舞蝉豊…声号濤罵･善､…,圭一
零

…､一

韓…

§

蕊 難

驚瀞溌議

(7)



＊ 昭和57年5月5日市報たかはぎ第266号
北
公

日
本
の
年
金
制
度
に
は
次
の
八
つ
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は

ぜ
ん
ぶ
田
が
遮
営
し
て
い
る
の
で
公
的

年
金
制
度
と
い
っ
て
い
ま
す
。

①
厚
生
年
金
主
に
会
社
や
工
場
な
ど

で
働
く
人
が
加
入
す
る
。

②
船
貝
保
険
船
に
乗
り
組
む
人
が
川

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
」
に

つ
い
て
ご
講
演

{〈鼎ら’しを守る

一国民年金一‘

燃
年金シリーズ－その②

鍵
有ごケ周ま訪十入

す
る
。

③
国
家
公
務
員
共
済
組
合
国
家
公
務

員
が
加
入
す
る
。

④
地
〃
公
務
貝
共
済
組
合
県
庁
や
市

役
所
、
先
生
、
警
察
官
な
ど
が
加
入
す
る
”

⑤
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合
国

鉄
、
専
売
公
社
、
池
電
公
社
で
働
く
人

が
加
入
す
る
。

⑥
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
私
立

学
校
の
先
生
が
加
入
す
る
。

⑦
農
林
漁
業
川
休
職
貝
共
済
糾
合
農

協
漁
協
な
ど
で
Ⅲ
く
人
か
川
入
す
る
。

⑧
岡
阯
年
金

次
上
八
つ
の
椰
撒
の
う
ち
①
か
ら
⑦
ま

で
は
職
場
で
働
く
人
の
年
金
制
度
で
こ

れ
を
仙
川
者
年
金
と
い
っ
て
い
ま
す
担

次
に
田
氏
年
金
に
加
入
す
る
人
は
、
右

一

》

ト
一 旬

三
笠
宮
栄
仁
机
王
殿
下
が
、
三
月
三

、
三
’
一
日
の
二
日
間
、
当
市
を
ご

間
さ
れ
、
巾
雌
と
ご
交
流
を
も
た
れ

し
た
。
巾
中
央
公
氏
館
俄
座
開
設
十

年
に
あ
わ
せ
、
阯
界
史
や
ア
イ
ス
ス

ー
ト
な
ど
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
川
、
に

理
解
の
深
い
殿
下
に
接
し
、
大
へ
ん

意
義
な
二
日
間
で
し
た
。

一
日
目
の
三
十
日
は
、
文
化
会
館
で

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
に
つ
い
て
」
の

講
演
。
八
○
○
人
が
参
加
。

二
日
目
の
三
十
一
日
は
、
高
萩
ビ
ー

ガ
ー
デ
ン
で
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
講

三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下

二
日
間
、
市
民
と
ご
交
流

の
①
か
ら
⑦
ま
で
の
制
度
に
関
係
の
な

い
人
、
つ
ま
り
、
自
分
で
商
売
を
し
て

い
る
人
や
、
農
業
、
ま
た
は
五
人
以
下

の
職
場
で
働
く
人
か
加
入
し
ま
す
．

次
に
加
入
す
る
人
は
次
の
二
つ
に
分
か

れ
ま
す
。
①
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
（
強
制
加
入
被
保
険
新
と
い

い
ま
す
）
は
ほ
か
の
年
金
制
皮
前
記
①

か
ら
⑦
ま
で
の
制
度
に
側
係
の
な
い
人

で
、
年
齢
二
十
雌
か
ら
九
’
九
股
ま
で

の
人
は
必
ず
加
入
す
る
。
ま
た
本
年
一

月
か
ら
外
旧
人
も
加
入
で
き
る
。

②
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人
（
征
懲

加
入
肢
保
険
者
と
い
い
ま
す
）
と
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
や
学
生
で
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
は
希
望
で
加

入
で
き
ま
す
。

習
会
に
ご
参
加
。
す
ば
ら
し
い
ス
ケ
ー

テ
ィ
蚤
ク
を
ご
披
露
さ
‐
れ
ま
し
た
。

謹
譲
溌
漣
認
識

鐸
『

幟
彼
女
鋤
名
は
森
閑
」
。

柚
三
月
初
旬
、
主
人
と
二
人
で
、
近
く

伽
の
雑
木
林
へ
野
鳥
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

岬
ヒ
ヨ
ド
リ
、
カ
シ
ラ
ダ
カ
、
コ
サ
キ
か

恥
い
ま
し
た
。
あ
れ
ウ
グ
イ
ス
か
鳴
い
て

Ｍ
い
る
。
す
ぐ
そ
ば
の
薮
の
中
ら
し
い
の

伽
に
、
姿
を
見
せ
て
く
れ
な
い
。

州
で
は
、
こ
ち
ら
か
ら
と
は
か
り
、
帷

州
木
林
へ
入
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
落
葉
を

州
ふ
み
な
が
ら
歩
き
Ⅲ
す
と
、
細
い
青
い

州
莱
が
見
え
ま
し
た
。
「
わ
あ
／
シ
ュ

州
ン
ラ
ン
座
Ⅱ
写
真

美
少
女
と
ジ
ジ
バ
バ

伽
馴
を
土
に
お
し
つ
け
て
兄
る
と
、
落

州
染
の
川
か
ら
花
が
の
ぞ
き
ま
す
。
う
つ

州
む
い
て
ひ
っ
そ
り
と
。
「
あ
あ
…
：
。
こ

○

岬
こ
に
も
こ
こ
に
も
…
…
」

州
思
わ
ず
そ
の
一
つ
の
花
に
顔
を
お
し

い
つ
け
て
目
を
つ
ぶ
り
ま
し
た
“
「
あ
あ
、

４

三

ヨ

・

二

三

・

畠

Ｐ

』

『

二

・

口

宅

二

二

・

・

》

二

二

己

三

二

画

三

・

口

二

三

・

ヨ

・

二

・

「

・

二

三

二

二

二

⑫
（
、
）

寺

中
国
大
陸
桜
間
か
ら

出
土
し
た
美
少
女
の
ミ

イ
ラ
を
、
斯
聞
で
兄
た

時
の
鮪
き
。
そ
れ
以
米
、

写
真
の
美
少
女
が
、
術

に
、
弧
の
底
に
や
き
つ

い
て
い
ま
し
た
。
数
千

年
も
の
眠
り
か
ら
目
覚

め
た
美
少
女
に
、
私
が

勝
手
に
名
前
を
つ
け
ま

〆
か
一
○

シ
ユ
ン
ー
フ
ン

＝

＝

春
剛
、
月
を
さ
ま
し
た
の
池
。
数
千
年
州

の
眠
り
か
ら
さ
め
、
今
、
よ
み
が
え
っ
叩

た
の
で
す
ね
』

川
分
勝
手
に
恕
像
し
、
蝋
の
巾
は
、
州

あ
の
新
聞
で
兇
た
美
少
女
赤
間
と
、
今
、
〉

さ
い
て
い
る
存
剛
か
か
さ
な
り
ま
す
。
岬

ま
た
、
米
年
も
今
賊
米
て
み
ま
す
。
伽

そ
し
て
、
貴
女
と
会
い
ま
し
ょ
う
。
”

私
だ
け
の
想
像
上
の
春
闘
。
ま
た
、
州

眠
り
に
つ
い
て
下
さ
い
・

こ
の
野
鳥
は
、
ホ
ク
ロ
と
も
云
わ
れ
州

ま
す
。
し
か
し
、
「
ジ
ジ
バ
バ
」
と
云
う
ｗ

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
私
の
方
は
、
中
国
の
美
少
女
伽

に
し
た
っ
て
、
自
分
勝
手
に
よ
ん
で
い
拠

る
の
で
す
か
ら
、
文
句
は
云
え
ま
せ
ん
い

オ

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

二

二

(8)



碓
今
，
寸
食
侭
掘
咽
“
誇
牛
詞

》
測
州
鍛
〆

胤津
嘉
吉
元
年
二
山
川
こ
の
記
辨
に

刊日
「
妙
賢
ひ
つ
こ
田
中
」
と
あ
る
。

５月
「
田
中
」
は
上
手
綱
の
小
字
に
「
上
田

丑
、

毛
中
」
「
下
田
中
‐

が
あ
る
の
で
こ
こ

弱
の
地
名
で
あ
ろ
う
。
宝
瞳
一
軍
（
一
四

日部
五
二
に
も
「
妙
感
尼
十
・
十
七

田
巾
御
前
」
、
延
徳
二
年
二
川
九
○
）

に
「
経
迦
川
中
平
次
血
郎
六
・
六

夫
日
」
と
み
え
る
。
川
中
御
削
は
身
分
あ

る
者
の
女
性
と
思
わ
れ
る
。

猫

赤浜妙法寺

生
々、

…
厩馴Ⅲ

、

歴史
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い

学
者
長
久
保
亦
水
の
数
多
く
の
業
紙
を

伽

柴
デュ

栓
く
た
め
に
開
催
し
ま
す

過去帳

（六十七）

志田諄一

、、ｌノ

，七ヨ

Ｌ
一※ 巾

内
亦
浜
に
生
ま
れ
、
日
本
地
図
の
０

識

略
年
表
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
雌
調
査
は
、
都
道
府
県
は
、
市
役
所
庶
務
課
（
電
ｅ
｜
二
三

料
で
妃
布
し
ま
す
。

知
事
か
ら
征
命
さ
れ
た
内
線
二
五
六
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

一

一

三

一

三

一

三

三

一
一
三

一
三
一

三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三

三

三
一
一
三
三
一

三
三
三
一
三
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
三
三
一
三
三

三
一
三
三
一
三
三
一
一
一
一
二
三
一
一
一
三
一
一
一

三

三

一

三

三

三
一
一

三

宝
伽
三
年
二
四
五
二
の
記
事
に
し
・
廿
九
打
死
」
と
あ
る
。
「
日
吉
」
川

「
妙
秀
‐
１
〃し
・
廿
九
之
川
は
た
‐
」
、

ま
ヒ
エ
と
よ
む
の
で
、
高
萩
と
烏
名
の
川

｛
【
二
一
割

二
二
目
、
↓
。

享
徳
二
年
二
Ⅲ
五
三
）
「
妙
菩
之
小
字
「
日
、
水
」
で
あ
ろ
う
，
刀

ー↑Ｉ

鑑き
５
月
Ⅳ
日
～
５
月
泌
日

ろ
巾
中
央
公
民
館

入
場
は
無
料

I

一
生
を
さ
さ
げ
た
地
川

享
徳
二
年
二
四
五
三
）
の
記
事
に

「
妙
真
た
き
川
腺
」
と
あ
る
。
高
萩

の
小
字
に
「
滝
原
」
「
滝
下
」
「
滝
後
」

か
あ
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
地
名
で

あ
ろ
う
。
康
正
二
年
二
四
五
六
）
「
幸

純
石
さ
わ
五
・

ｈ
Ｌ
は
、
北
茨
城

巾
叩
典
の
小
ｆ
に
打
沢
が
あ
る
。

延
偲
二
年
（
一
川
九
○
）
「
慌
遮

三
・
六
日
吉
」
、
文
明
川
年
（
一
四

七
一
二
「
法
連
日
吉
さ
へ
門
二
郎

川
は
た
む
す
め
」
と
あ
る
。
「
之
川

は
た
」
は
江
川
端
で
、
入
江
に
流
れ
る

川
端
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
安
良
川
の

小
字
に
「
江
川
｜
下
手
刑
に
「
上
中
江
」

か
あ
る

こ
の
調
在
は
〃
商
業
商
業
統
計
洲
査
貝
が
、
商
店
を
直
接
訪

の
国
勢
調
査
〃
と
も
い
間
し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
た
い

わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

国
の
商
店
の
分
布
状
況
調
査
票
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に

や
販
売
店
動
の
実
態
お
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
正
確
な
申
告

や
販
売
活
動
の
実
態
お
秘
密
が
守
ら

よ
び
附
侃
の
全
国
的
な
に
ご
協
力
く

流
通
状
況
な
ど
を
明
ら
だ
さ
い
。

か
に
す
る
た
め
、
全
国
な
お
、
記

の
卸
売
業
・
小
売
業
お
人
方
法
等
に

よ
び
飲
食
店
を
営
ん
で
つ
い
て
わ
か

い
る
す
べ
て
の
商
店
を
ら
な
い
点
は
、

対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
員
ま
た

I

）

’

Ｊ

‐

Ｌ

‐

ｑ

も

．

、．ｊｌ

４
，
貼
１
，
，
１
Ｊ
ｈ
１
．
４
、
、
診

呼
商
業
統
計

日召

上
手
綱
の
上
田
中

調
査
を
実
施
別
雛

I
6月1日

現在で
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1Ⅱ1 1 1 11 1Ⅱl l l l lⅡl l l l l l l l

市
税
、
国
保
税
、
国
民
年
金
保
険
料

②
納
税
に
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
川
く

だ
さ
い
。

ｕ
座
振
替
の
手
続
き
は
、
砿
介
迪
眼
と

印
雛
（
迪
帷
川
）
を
も
っ
て
、
巾
内
の

企
触
機
関
や
農
協
へ
お
巾
し
込
み
く
だ

蚤
一
八
。 「納

税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務
課
（
電

話
⑤
二
二
一
内
線
二
一
二
、
一
二
三
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一

征
年
四
月
一
日
現
在
で
、
自
動
車
を

お
持
ち
の
方
に
は
、
県
税
で
あ
る
川
勅

巾
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ｆ
月
中
に
、
曝
脱
小
務
川
か
ら
「
自

動
車
税
納
税
迪
知
吉
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
近
く
の
銀
行

信
用
金
庫
、
農
協
な
ど
に
納
め
て
く
だ

茎
』
い
□な

お
、
自
動
叩
を
お
持
ち
の
〃
で
、

お
手
も
と
に
納
悦
迪
知
件
か
Ⅲ
い
て
い

な
い
方
は
、
県
税
事
務
所
に
お
問
い
合

せ
ノ
、
だ
さ
い
。

A－

五
月
三
十
日
が
納
期
限

自
動
車
税
を
お
忘
れ
な
く

Ｉ口
座
振
替
に
よ
る

納
税
の
お
す
す
め

－ －－

○
試
験
極
別

乙
種
全
類
お
よ
び
丙
種

○
試
験
期
日
６
月
幻
日
〈
日
）

○
試
験
会
場
日
立
二
高

○
願
耆
受
付
期
間
お
よ
び
場
所

５
月
Ⅳ
Ｈ
・
肥
日
の
午
前
９
時

鋤
分
～
午
後
４
時
茨
城
県
立

中
小
企
業
冊
祉
セ
ン
タ
ー

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

赤
十
字
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

５
月
は
赤
ｌ
字
連
動
月
間
で
す
。

赤
十
字
は
小
さ
な
善
意
の
ま
と
め

役
で
す
。
日
本
赤
十
字
の
事
業
は

国
際
的
な
救
護
活
動
と
共
に
、
国

内
に
お
い
て
は
、
Ⅲ
液
圭
業
、
災

害
救
謹
涌
動
、
医
療
沽
勤
な
ど
、

日
常
の
暮
ら
し
に
直
接
つ
な
が
っ

た
活
動
も
し
て
お
り
ま
す
。

一
戸
ご
と
の
一
般
社
貝
萱
（
年

額
三
○
○
Ⅲ
以
止
）
は
述
絡
貝
が
、

特
別
協
焚
社
典
枇
（
年
制
一
己
宕
円
以

上
）
は
、
地
区
民
生
委
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者

試
験
の
実
施
鍵

(9)
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講座生を募集1

串

ﾆﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ﾆ ; . 二 凸 二

暇を 手に ために ＃
岬
、?

○ 申し込み期| |1

昭和57年5月10日(11)～5月20日(水)午前8時30分～午後5

時まで（土Hﾘ(1は正午まで日H撮日は受け付けません。 ）

○ 申し込みの方法

・下記の申し込み書によ')直接中央公民館へ申し込んでく

ださい。

・ 9番から14裾まで､は、一人につき一i洲座とし、二つの申

し込みはできません。

・受講料は無料ですが、実習材料費、視察、見学費等は、

各自負担になります。

・講座については、初心者を対象とします。

．申し込み者が定員をこえた場合は、中央公民館が抽選を

行い決定します。

・抽選の結果、 もれた方にのみ後日迪知いたします。

・電話での巾し込みは受け付けいたしません。

○問い合せ先

詳しいことは･ ･市中央公民館（電3-1 125）へお問い合

せください。

魚雷華蟻蝿“

車窓風景

円両を過ぎると、通が見えかくれして、変化の 三
三

ある風景が転回し~てくる。山桜も散ってもう若葉 三
三

の季節である。右手の聿窓に伊吹l が、洋手には 三
三

三

バルブT場の白煙が見えてくると、列車はすべる 三
=

よう|こ駅のホ ／、に入る。 三
三

三
＝

絵と文伊藤龍馬 三
三

三
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昭和57年度中央公民館開設学級・講座一覧
!

－5月の納税一

固定安産税（ 1期）

都市計画税（ 1期）

軽自動車税（1期）

国民健康保険税（1期）

衲期 ｜股 5月31日

謬雌

人L』

城
踊
騨
鰯
群
Ｆ
剖
禰
．
４
．
．
“
鴎

罰

“

；

棒

僻号 学級・教室・ ！洲ﾉ人i蕪イ 対・象者 ,洲 ｜'|｢'1 票 キな学： 稗内容譜

生きがいのある生活一づく りのため

の学群会

市民としての教養を深める

各1〃門講師

筑波人・茨大

他有名講師

60歳以上1 1高齢者大 ’学 50人

軍
稗
季
穏
鎗 2 1市雌大

3 1市民文

２

僧
八
Ｈ
へ

成
成

般
般

ｭ ‘;1'*座 帥

別
とその作品・百人一

こめの､家庭数行の

学‘瀧座 各『抑『l講師
… 首涛学,i

幹

j'一供をfrてるための

あり方

′1,.中･高校

LI皇を持つ親

一般婦人

I i二'央家庭教育!¥2級 得専門講師帥

鋤

４
５

職

婦人として必要な教養・趣|味を深

める

交流を深めながら青年の生き〃を

考える

婦 人 ’γ： 級 各{"I''1識削
磯
期

二 '三

月

囲

教 室 一般成人

一般成人

各専門職帥如

卯

和
可
Ｌ

ｂ

７ ,柵 座 ' ‐ 喜次1 1 娃本定孑『から実戦指導

),垣本定跡から実戦指導人口と世帯～

前月比

32， 837 （-74）

16， 091 （-43）

16，746 （-31）

9， 643 （ 13）

(57年4月1日現在）
一鍔燕噌､…率塔¥群識…秒調澤騨鶴鐸悪

将 棋 i誌 座 一般成人 細fi（ 寅次8 30

（
》

〆 9 絵 画 絵|山Iの堆本から実技指導
FU
I II 般成人 30 fjI" 11'鵬竜馬I雁

＄

10 書 道 拙 座

1 1 革工芸 洲座

書の心から書き方の』,lg本指導一般成人

一般婦人

30 笠谷喜之肋

叩
男
女
暁

20 佐l僻シズエ ザークラフトの製作・実技指導

手芸のjilf卒から作品製作の実技桁

導
一般婦人

一般婦人

'2 手 芸 拙 座
,3 1お架子つく ,}教室

20 水‘I Ib 芳丁
餡

ドのお菓子のいろいホーム・ メー
フ

ノン

20 小池 貞

しﾞ ’1 教室ノ 一般成人

市内の中

学生

おと〒りのJ,L本力､ら

心身を鍛錬し、少年同志の交流を

図る

20
20皿

暇

fii'川せい
50 各'tli[ |]'1指導-者え… 少年サマー･スクーノL

ゼ

日

１１
込

ル
ー

Ⅲ
〃

月

圭
一
」
｛
出
‐

付二又

6月の日曜当番医
書

②2235飯島医院 大和町6日
受付番号

希望する
学級・講座シ，

内田病院 大和町

十王町

大和町

束本町

②2137

029332

3266

名 性別 職業年齢 住 所 電 ，冊日
13 旨

十王医院

20日 樋渡I兵院 ②2202

L27日 石 病院 ⑥1711

時間はいずれも午前9時から午後4時までです ｜

‘／
I


